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はははは    じじじじ    めめめめ    にににに    

 

 現在、日本を取り巻く社会・経済情勢は変化が激しく、それに伴って､企業が求める人材ニーズも多様

化、高度化しており、職業能力開発の果たす役割は今まで以上に重要になってきています。 

 一方、公共職業訓練においても多様化する職業訓練のニーズに的確かつ迅速に応えながら、適正な

顧客満足度の維持・向上を目指した職業訓練を実施していくためには、民間で活用されているプロセス

管理を導入し、公共職業訓練コースの設定、運営に関する業務のプロセス、すなわち、「訓練ニーズの把

握」から「訓練カリキュラムの設定」、「訓練の実施」、「訓練コースの評価」など、それぞれの各段階に応じ

て、信頼性と品質をより一層確保できるよう適正な管理と運営を行うことが必要です。このようなプロセスご

とに適正な管理を行うことにより、投資効果の高い職業訓練コースの実施、国民に対する公共職業訓練

の役割や効果・成果などに対する明確な説明責任（アカウンタビリティ）を果たすことができます。 

本手引書は、職業能力開発総合大学校 能力開発研究センターが平成１５年度と平成１６年度に民間

企業及び民間教育訓練機関等の委員で構成する「職業訓練コースの設定、運営に係るプロセス管理に

関する研究会」における研究成果と雇用・能力開発機構の職業能力開発施設での試行結果を基に、求

職者を対象とした普通職業訓練の普通課程及び短期課程における公共職業訓練コースに適用できるよ

う整理しています。そのポイントは、次のとおりです。 

 

（１） 公共職業訓練コースの設定、運営に関する業務のプロセスの各段階に応じてそれぞれの業務プ

ロセスの明確化と、業務プロセスごとのＰＤＣＡサイクルの適用により、訓練の品質向上に向けた適

正な管理を行うこと。 

 

（２） 明確化された業務プロセスを改善し、成果・効果の向上が見える成功業務プロセスを構築すること。 

 

（３） 職業訓練コースの課題・問題点の解決手段として、明確化された成功業務プロセスをもとにして業

務への取組状況の診断を行うこと。 

 

（４） 診断結果にもとづいた改善策の検討・実施と見直し結果、改善に至るプロセスの公開を行うこと。 

 

今後は、業務プロセスの管理を徹底し、成果・効果が向上した業務展開の事例を収集する過程の

中で、各々の業務プロセス、取組項目及び評価項目等の改善を行う必要があります。本手引書を教育

訓練施設での訓練コースの設定、運営に関する自主管理活動の指針として、効果的な活用を図って

ください。 

  なお、本手引書を作成するにあたり、ご協力いただいた委員の方々に心よりお礼申し上げます。 

 

２００６年 ３月 

 

職業能力開発総合大学校 

        能力開発研究センター 

所 長  重   律 男   
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